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１．事業目的

3

「中国地域中小企業・小規模事業者の人材確保支援等事業」

（シニアマッチング事業）

・生産年齢が減少する中、人手不足は恒常化しうる構造的課題。

・地域の中小企業等の維持・成長・発展には、付加価値の拡大や労

働生産性を向上させる多様な人材が不可欠。

・本事業では、おおむね５０歳以上のシニア専門家・企業OB人材と

地域中小企業・小規模事業者とのマッチングを行い、各事業者の経

営に資する人材確保を支援する。
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中小企業・
小規模事業者

シニア専門家・
企業OB人材

求人マッチング

＋
金融機関・仲介支援機関

コーディネーター

事務局：帝国データバンク

中国経済産業局

２．事業の実施体制

委託

「財務改善」「生産改善」「技術
指導」「販路拡大」等の経営課
題があるが、社内に人材やノウハ
ウがなく、専門的なサポート必要
な中小企業

高度な知識や豊富な経験、
ネットワーク等を中小企業支
援に活用したいという意欲に
溢れた概ね50歳以上の企業
OB、支援分野別専門家

コーディネーターが会社の課題解決に最適な
人材を人選し、マッチングを図る
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支店（現場）

事業性評価部

事務局

ヒアリングシート

コーディネーター

初回訪問

２回目訪問
（ロカベン
１回目）

３回目訪問
（ロカベン
２回目）

４回目訪問
（ロカベン３

回目
提言）

継続支援

シニア
人材

適した人材をアサイン

山口銀行

３．企業支援の流れ

求人支援課題表

シニア専門家A氏
山口銀行（ロカベン活用）

シニア専門家A氏
山口銀行（ロカベン活用）

コーディネーター
シニア専門家A氏
山口銀行（ロカベン活用）
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商号 あさひ製菓 株式会社

所在地 山口県柳井市

従業員数 357名

代表者 代表取締役社長 坪野 恒幸

URL http://www.kasinoki.co.jp/index.htm

事 業 内 容

４．あさひ製菓様支援事例（企業概要）

大正6年創業、山口県内に

48店舗展開する県下最大

手の老舗お菓子製造メー

カー。「月でひろった卵」等の

有名商品を抱える「果子乃

季」で県内展開する一方で、

ベーカリー「シュクルヴァン」や

ケーキ「シュシュ」の新事業展

開。受賞歴も多数。
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４．あさひ製菓様支援事例（ローカルベンチマーク）

■基本情報

所在地

代表者名

業種_大分類

業種_小分類

事業規模

売上高

営業利益

従業員数 357(人)

■財務指標（最新期）

算出結果 業種基準値

①売上増加率 -3.9% 2.3% 

②営業利益率 -2.0% 1.4% 

③労働生産性 -147(千円) 541(千円)

④EBITDA有利子負債倍率 17.7(倍) 4.5(倍)

⑤営業運転資本回転期間 0.9(ヶ月) 1.6(ヶ月)

⑥自己資本比率 2.0% 26.7% 

13 C

■財務指標（過去2期）

算出結果 業種基準値 業種基準値

①売上増加率 1.1% 2.3% 2.3% 

②営業利益率 3.3% 1.4% 1.4% 

③労働生産性 251(千円) 541(千円) 541(千円)

④EBITDA有利子負債倍率 7.2(倍) 4.5(倍) 4.5(倍)

⑤営業運転資本回転期間 1.0(ヶ月) 1.6(ヶ月) 1.6(ヶ月)

⑥自己資本比率 5.1% 26.7% 26.7% 

19 B 16 C

※総合評価点のランクはA：24点以上、B：18点以上24点未満、C12点以上18点未満、D：12点未満

指標
2017/06期

貴社点数

財　　務　　分　　析　　結　　果

商号 アサヒセイカ（カ　　　　　　　　　　　　

山口県柳井市柳井５２７５　　　　　　　　

坪野　恒幸　　　　　

03_製造業

4 

2 

0301_飲食品・飼料・飲料製造業

中規模事業者

2,619,917(千円)

-52,568(千円)

2 

1 

2 

2 

指標
2016/06期 2015/06期

貴社点数 算出結果 貴社点数

2 

3 -65(千円)

2 

2 

総合評価点

3.5% 2 

総合評価点 総合評価点

※1各項目の評点および総合評価点は各項目の業種基準

値からの乖離を示すものであり、点数の高低が必ずしも企業の

評価を示すものではありません。非財務指標も含め、総合的

な判断が必要なことにご留意ください。

※2レーダーチャートで3期分の財務分析結果の推移が確認

できるため、各指標が良化（あるいは悪化）した要因を非財

務の対話シートを活用しながら把握することで、経営状況や

課題の把握に繋がります。

3 4.4% 3 

4 -0.9% 

3 12.4(倍) 3 

4 0.9(ヶ月) 4 

0

1

2

3

4
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①売上増加率

②営業利益率

③労働生産性

④EBITDA有利子負債

倍率

⑤営業運転資本回転期

間

⑥自己資本比率

前々期決算期

前期決算期

最新決算期

収益性

生産性

健全性

効率性

安全性

売上持続性

①売上増加率

④EBITDA有利子負債倍率

②営業利益率

③労働生産性

⑥自己資本比率

⑤営業運転資本

回転期間

＜製品製造、サービス提供における業務フローと差別化ポイント＞

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

＜商流把握＞

営業利益

商号

売上高

開発商品決定後、原料の選定・

製造工程の検討、デザイン創造

などを経て、試作を繰り返す。

■製品・商品・サービスの内容

従業員数

提供内容／顧客提供価値業務③

■実施内容

業務④製造

大型設備を導入し、自社工場で

製造。毎日100種類以上のお菓

子を丁寧に作り、お客様のもとへ

届けている。

■実施内容 ■実施内容 ■実施内容 ■実施内容

業務① 商品・販売企画 業務② 商品開発

1日3回工場を巡回して「焼き色」、や

「重量」などのチェックを行い、品質面の維

持管理を行っている。「衛生点検」、「細

菌検査」などの衛生面の指導や改善、

「原材料表示」、「アレルギー表示」などの

商品情報の作成、賞味期限検査等も

実施。

業務⑤

売りたい商品が明確にわかるよう

な店内ディスプレイ、季節感のある

店内装飾をしている。

販売計画策定、販売・出荷品質管理検査

直営店、JRの駅構内、高速道

路のサービスエリア、空港、観光ホ

テルなど、180店もの納品先で確

かな営業基盤を山口県内に有し

ている。

エンドユーザー

人生の節目には様々なお菓子が

使われる。いつも思い出の真ん中

にあるお菓子を製造・販売するこ

とで、思い出に華を添えることが可

能。

イベント、プレゼント、お土産、日

常用等の洋菓子・和菓子の製

造・販売。

■差別化ポイント ■差別化ポイント ■差別化ポイント ■差別化ポイント ■差別化ポイント ■どのような価値を提供しているか

流行情報、旬の食材情報、市場の動

向、過去の販売データなどを元にしなが

ら、販売管理部と一緒にどんな商品がお

客様に喜んでいただけるのか、お客様に興

味を持っていただけるのか等を検討。

開発担当は分野別で置いている

が現場製造スタッフも開発に関っ

ている。試食についても年齢、性

別が出来るだけばらつくように行

い、ターゲットを外さない様にして

いる。

包装ライン等大型の自動化設備を導入

しており、人員の合理化は図れている。

①厳選された素材を使用すること、②細

やかな技術で丁寧に作ること、③夢を持

つこと、④美味しいお菓子しかつくらないこ

との4つのこだわりを大切に製造。

山口県内の菓子業者で初めて

HACCP手法を導入。

商品のアイデア等を各店舗のス

タッフから収集。若手中心で企画

を進めている。

仕入先

当社

■社名・取引金額・内容等

■社名・取引金額・内容等

■選定理由

■属性（消費者・企業等）

・Ａ商事㈱

・Ｂ紙工㈱

・Ｃ食品販売㈱

※社名・取引金額・内容等

協力先 販売形態

※社名・取引金額・内容等

■選ばれている理由

■選定理由

一般個人

■属性（消費者・企業等）

「果子乃季」、「シュクルバン」、「シュ

シュ」、その他納品先180先程度

売上構成比：直営店60%、ベーカリー

24%、スーパー等への卸13%、ネット通

販3%

■選ばれている理由

現状と目標のギャップ

営業利益

商号

売上高

従業員数

①

経

営

者

経営理念・ビジョン

経営哲学・考え・方針等

【経営理念】

　誠意・創意・一歩先進

【方針】

「山口県で1番になる」という目標のもと、店舗は山口県内に限定した出

店戦略。

③

企

業

を

取

り

巻

く

環

境

・

関

係

者

経営意欲

※成長志向・現状維持など

持続的な成長志向あり。年商30憶円を目標としている。

固定費、設備費（更新費含む）を賄う利益を生み出すため、一定の

売上高確保は必要。

市場動向・規模・シェアの把握

競合他社との比較

お菓子に対する顧客のニーズは高まっており、業界の規模は拡大。反面、コンビニスイー

ツの台頭、大手チェーンの山口県参入、ネット通販の普及等、競争が激化している。山

口県の人口は減少傾向。

後継者の有無

後継者の育成状況

承継のタイミング・関係

後継者あり（現商品開発部　部長）

現状は、本社の商品開発の責任者として従事。

事業承継のタイミングの詳細は未定。

取引金融機関数・推移

メインバンクとの関係

金融機関との関係は良好。取引金融機関は多いが、なかでもメインバン

クとの関係は良好。

顧客リピート率・新期開拓率

主な取引先企業の推移

顧客からのフィードバックの有無

現状は折込チラシに対する反響・効果が一番高い。

現状、180先程度の納品先を有するが、新たな販売先の開拓はほぼで

きていない。

従業員定着率

勤続年数・平均給与

女性従業員の割合が高いため、結婚、出産等での離職は多い。

②

事

業

企業及び事業沿革

※ターニングポイントの把握

大正6年創業、昭和24年3月19日設立。今年100周年企業。

モンドセレクション等の多くの賞を受賞。「鳩子の海」「月でひろった卵」等

の有名商品を兼ね備えている。

④

内

部

管

理

体

制

弱み

技術力・販売力等

「月でひろった卵」のヒット商品に次ぐ、ヒット商品の開発ができていない。

新たな販売先の開拓ができていない。

組織体制

品質管理・情報管理体制

品質管理体制はＨＡＣＣＰ取得しており、徹底している。

商品開発部とは別に品質管理も行っている。

強み

技術力・販売力等

県内での知名度は高く、県内の直営店舗数は多い。180店もの納品先で確かな営業基盤を有し

ている。

自社工場での製造能力は高く、多種多様な菓子を製造する技術力を有する。

事業計画・経営計画の有無

従業員との共有状況

社内会議の実施状況

5ヵ年の経営計画を作成している。

社内会議については、月に一回、全店店長会議を実施。

研究開発・商品開発の体制

知的財産権の保有・活用状況

商品開発部で商品開発を行っている。

ITに関する投資、活用の状況

1時間当たり付加価値（生産性）向

上に向けた取り組み

生産ラインでは、品質管理と生産性向上のためのラインがある。

包装ライン等大型の自動化設備を導入しており、オートメーション化、IT

化の取組みは実施している。

人材育成の取り組み状況

人材育成の仕組み

各店舗の責任者を勉強会等のセミナーに行かせる、業者を呼んで店舗

ごとに勉強会を開催するなどの人材育成は行っている。

製造を管理できる人材が不足している。

課

題

①店舗運営の改善（既存店舗の店舗活性化）への取組強化

②店舗のスクラップ＆ビルドの検討による収益性の改善

③ＯＤＭ受託による増収、生産性向上（当社の技術、設備を活用し、ODM

にて販路開拓。同時に、ロットを増やして生産性（収益性）を上げる）

対

応

策

社内でチームを作って、課題解決に向けた具体的な数値化目標を設定。専門家

とも組み、PDCAサイクルの定着化を図り、実践していく。

現

状

認

識

創業100周年、山口県内での知名度は圧倒的に高く、安定した営業基盤は確立している。一方、山口県内の

人口減少、コンビニスイーツの台頭、大手チェーンの山口県内への進出等による競争激化に伴い、売上の伸び悩

み、利益率の向上は課題。

将

来

目

標

固定費、設備費（更新費含む）を賄う利益を生み出すため、一定の売上高確保は必要。具体的に

は、30億円の売上高確保と3億円の最終利益確保。

対話内容の総括
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経営者 関係・環境

・「誠意・創造・一歩先進」が経営理念

・「山口県で１番になる」を目標に、店舗は山口県内に限

定している。

・持続的な成長志向

・当面の目標は売上高30億円

・後継者あり（承継時期未定：経営者は50代中盤）

・コンビニスイーツの台頭や大手チェーンストアの参入、ネッ

ト通販の普及により競争は激化

・山口県内人口の減少

・得意先180社を有しているが新規開拓ができていない

・女性従業員の割合が高く、結婚・出産に伴う離職は多

い

・複数行取引であるが、メインバンクとの関係は良好

事業 内部管理体制

・大正6年創業、昭和24年設立、今年で100周年

・モンドセレクションなどの多くの賞を受賞

・売上構成比（①直営店60％ ②ベーカリー24％、③

スーパー等への卸13％ ④ネット通販3％）

・「鳩子の海」、「月でひろった卵」といった有名商品あり

・県内での知名度高

・自社工場での製造能力が高く、多品種製造の技術有

・現行主力商品の次の主力が生まれていない

・新規の販路開拓が必要

・平成24年HACCP認証を受けており、品質管理は徹底

している

・品質管理室を設置している

・5か年の経営計画を作成している

・月に1回の頻度で全店店長会議を実施している

・商品開発部で商品開発を実施している

・各店舗の責任者をセミナーなど勉強会に行かせている

・協力会社を招き、店舗ごとに勉強会を開催している

・製造管理できる人材が不足している

４．あさひ製菓様支援事例（対話結果）
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現状 課題

・県内での知名度は圧倒的に高く、安定した営業基

盤を持っている。

・人口減少やコンビニスイーツの台頭など環境が変化

・売上の伸び悩みと利益率の向上

・店舗運営の改善

（既存店舗の店舗活性化）

・店舗のスクラップ＆ビルドの検討

・ODMによる生産性向上

（当社の技術、設備を活用し、ODMにて販

路開拓。同時にロットを増やして生産性（収

益性）を上げる）

優先アクションプラン

・当社の商品企画開発、調達、製造、販売（顧客へのサービス提供）の流れの中で、一番

川下の改善、直営店舗を中心とした店舗運営改善（既存店舗の店舗活性化）を優先的

に取り組んでいく。

・専門家が当社の全店店長会議にも参加。その後、各店舗を回り、店舗改善のアドバイスを

実施していく。

将来目標

・固定費や新規や更新に伴う設備投資を賄う利益が

必要

・30億円の売り上げと3億円の最終利益を確保

（3年から5年を目標）

４．あさひ製菓様支援事例（課題とアクションプラン）
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課題解決の取り組み

４．あさひ製菓様支援事例（実際の取り組み状況）

プロジェクトチーム
（８名選抜）

＜専門家による講義＞
・ブランド戦略
・ポジショニングマップ
・ターゲティング
・キャッチコピー 等

＜社内アンケート＞
・自社の強みや課題を
社内アンケートで把
握し、プロジェクトチー
ムでディスカッション

店舗改善に着手

身に着けた知識と考えを活かし、専門
家支援の下、店舗改善に取り組む

販売管理部
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経営者の声

４．あさひ製菓様支援事例（経営者の声）

・ロカベンを通じて、自社の業務フロー、商流、組織体制等の状態、状況を俯瞰、見える

化することができ、思考、課題の整理に役立った。

・専門家、金融機関との共通の対話ツールとして活用でき、当社で認識していない「強

み」の発見にも繋がった。

・専門家の継続支援については、キャッチコピーの考え方等、社内ではなかなか出来ない

人材育成も兼ねたプログラムとなっており、店舗改善の素地作り、組織力の底上げに繋

がっている。

・今後も、専門家と協力しながら、人材育成など内面的な改善や店舗改善に取り組ん

でいきたい。
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①人材支援におけるローカルベンチマークの活用

ローカルベンチマークは事業性理解につながるツールであり、対象企業の経営課題の把握

に繋がる普遍的なものである。業界に専門性を持ったシニア人材を活用したことで、より深

い対話を行うことができ、本質的な課題の把握やアクションプランを立てることができた。

②金融機関と支援事業の連携

融資などの資金供給が主たる業務となる金融機関だけでは企業の本業支援が困難であっ

たところ、本事業と連携することで、対象企業の経営改善につながった。金融機関が取引

先の状況に気付き、本事業の情報を把握していたことにより実現できた支援であった。

③専門家の知見やノウハウを体験・共有

専門家による本業支援の現場に、金融機関が同席し、共に支援にあたることで、専門家

が有している知見やノウハウなどを現場でダイレクトに学ぶことができ、金融機関にとっての人

材育成にもつながっている。

５．まとめ


